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※他にもヒラズハナアザミウマ，
ネギアザミウマが発生

いずれも抵抗性を発達しやすい

なるべく化学農薬の散布は減らしたい

従来の宮城県トマト栽培における最重要害虫
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・物理的防除

天敵タバコカスミカメの使用

・耕種的防除

防除体系の内容

アザミウマ防除効果が高い
（大矢2018；徳丸，伊藤2018）

従来の赤白ネット

新型赤色ネット



・物理的防除

天敵タバコカスミカメの使用

・耕種的防除

昆虫が認識できない波長の色

ハウス内への侵入を阻害

防除体系の内容

新型赤色ネット



・生物的防除

天敵タバコカスミカメ
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・生物的防除

摂食

天敵タバコカスミカメ
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天敵タバコカスミカメ

バーベナ

防除体系の内容



天敵タバコカスミカメ

バーベナ

＝エサとなる植物（バンカー植物）

エサとなる害虫がいなくても
安定的に維持

防除体系の内容



新型赤色ネット

侵入抑制

新防除体系の概観
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新型赤色ネット

増殖

タバコカスミカメ

新防除体系の概観

侵入抑制

天敵による捕食

化学農薬

宮城県の夏秋トマト栽培で有効か検証



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

夏秋トマト

タバコカスミカメ
利用技術
天敵温存植物
等利用技術

新型赤色ネット

防除体系を組み込んだ作型

2017年と2018年にかけてそれぞれ実施

試験は2年間（2017、2018年度それぞれ）実施



新防除体系のポテンシャル

生産現場に適用したときの効果

所内試験で検証

現地試験で検証



＜試験区＞

所内パイプハウス 面積：60m2（12m×5m）×2棟

  1)防除体系区

     0.8mm目合いの赤赤ネット＋バーベナ＋タバコカスミカメ＋化学薬剤

  2)慣行区

     0.8mm目合いの白ネット＋化学薬剤

＜供試作物＞

トマト：桃太郎ヨーク（台木：ボランチ）

バーベナ：花手鞠～絢～（むらさきしきぶ）

＜トマト植栽様式＞

畝長9m，畝幅80cm，株間40cm，

二条植え，1区80株，土耕栽培

＜タバコカスミカメ放飼＞

6月に4回放飼，1回につき40頭（0.5頭/株換算）

＜調査方法＞

  害虫及びタバコカスミカメを約1週間間隔で調査

トマト: 10株×3地点, 1株につき上中下位各1複葉を調査

バーベナ：10回はたき落とし法により調査

所内試験



タバコカスミカメの定着状況（2018年）
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害虫の発生推移（2018年）
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＜試験区＞

名取市内Ｗ氏 パイプハウス 面積：約306m2（6.3m×48.6m)×2棟

  1)防除体系区

     0.8mm目合いの赤黒ネット＋バーベナ＋タバコカスミカメ＋化学薬剤

  2)慣行区

     1mm目合いの白ネット＋化学薬剤

＜供試作物＞

トマト：桃太郎セレクト（台木：グリーンフォース）

バーベナ：花手鞠～絢～（むらさきしきぶ）

＜トマト植栽様式＞

  畝長48m，畝幅100cm，株間45cm，

二条植え，1区600株，マルハナバチ使用

＜タバコカスミカメ放飼＞

6月に3回放飼，1回につき300頭（0.5頭/株換算）

＜調査方法＞

害虫及びタバコカスミカメを約1週間間隔で調査

トマト: 10株×４地点, 1株につき上中下位各1複葉を調査

バーベナ：任意の４株を対象，10回はたき落とし法により調査

現地試験



慣行区

防除体系区

現地試験（2017年）
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タバコカスミカメを入れる上での注意点

リング上の吸汁痕が生じる（生育に影響は
検出されていないが、多すぎると悪影響が
生じる可能性）



散布回数 9 6

殺菌剤数 7 7

殺虫剤数 3 7

コナジラミ・アザミウマ
対象薬剤

2 6



近年、宮城県ではタバココナジラミ増加
トマト黄化葉巻病の発生が確認



0.4mm目合いの防虫ネット推奨

種によって有効なネット目合いは異なる



オンシツコナジラミ・アザミウマ防除 ※タバココナジラミも発生する場合



まとめ

新型赤色ネットとタバコカスミカメを用いた新防除体系

・北日本地域のトマト作型に適用可能

・農薬の散布回数の低減が期待

※ただしタバココナジラミ対策には
別途0.4mm目合いのネットを使用



農研機構および宮城農
園研のHP上で公開中



本研究は、内閣府 戦略的イノベーション創造
プログラム（SIP）「次世代農林水産業創造技
術」により実施しました。
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